
買取価格委員長案が発表されました！
経済産業省より平成３１年度の
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速報

太陽光１０kW未満

買取期間

出力制御対応機器
設置義務あり

全量売電 ・ 余剰売電ともに出力制御対応機器
設置義務なし
※東京電力と関西電力と中部電力管内です

２６円 /kWh

１０年間

太陽光１０kW以上

１４円 /kWh

買取期間
２０年間

２４円 /kWｈ
（税込） （税込）

平成３１年度買取価格委員長案

＋税

※１０kW 未満の買取価格は２年前に決定済みです

最新売電シミュレーター

まだまだ続く太陽光発電設置のメリット

閲覧には、e-ishinの
ID・パスが必要です

▶３月末までに経済産業大臣承認の価格が決定しますが、
   例年、 調達価格委員長案がそのまま適用されています。

※決定済

http://qq2q.biz/P8lT

！

※オール電化の家庭の電気使⽤量平均は 660KWh（電化上⼿　6kVA 契約）にて試算。 太陽光設置した場合の電気使⽤率は 75％で計算。
   出典︓http://www.tepco.co.jp/cc/press/2012/1206853_1834.html

年間の電気代に上乗せされる金額

家庭の電気代＝

太陽光発電の設置は　　　の部分で役に立ちます！

電気の
使⽤料

再エネ
賦課⾦

余剰
電⼒売電

太陽光の
節電分

2012

￥5,000

￥10,000

￥15,000

￥20,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018

太陽光なし

太陽光あり太陽光付きが
断然有利！
太陽光付きが
断然有利！
太陽光付きが
断然有利！

太陽光を付ければ、太陽光を付ければ、
電気代も賦課金も安くなる電気代も賦課金も安くなる

＋
売電収益も出る！売電収益も出る！

太陽光を付ければ、
電気代も賦課金も安くなる

＋
売電収益も出る！

コラム

結論！結論！結論！結論！結論！

（２０１９年度）






